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唾．プロジェクトを始めたきっかけ　　　　　　　　年12月23日にクリスマスドッヂボール大会を開催した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120人もの学生が参加し、大会は参加者のやる気でと

　新潟大学は9つもの学部があり、しかもそのうち7　　ても盛り上がった。大会後に行ったアンケートでは

つが1つのキャンパスに集まっている総合大学だ。全　96％の学生から「またやってほしい」という回答をい

国の大学と比べても、新潟大学の長所として胸を張れ　　ただいた。この数字は、学生がこのようなイベントを

ることだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　待っていたからではないかと考えられる。

　しかし、その長所がなかなかうまく活用されていな　　　また、大会を通じて新しい友達が出来たという声を

いと私たちは感じる。同じ学部やサークル、バイトの　　いただき、交流のきっかけとしてもドッヂボール大会

人との交流はあるが、それ以外の人との交流がほとん　　が有効であることが分かった。そこで、4月25日にも

どない。これでは、せっかく多くの学生がいるのに、　　300入規模のドッヂボール大会を開催しようと考えて

限られた人とだけ、それも同じような趣味や考えを　　いる。（発表時：現在は既に大会は終了した。）

持った入とばかりの交流になってしまう。また、県外

から来た学生は特に、入学してしばらく友達が出来ず　　3、私たちが学んだこと

に、学校に来ることが嫌になってしまう学生も多い、

という問題もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　イベント企画を通して交流を増やすことを目的に活

　このような問題が起きた原因を私たちは、学内の交　　動していましたが、同時に私たちも多くのことを学ぶ

流のきっかけとなる場面が少ないことだと予測した。　　ことができました。組織の仕組みなど、他の授業で学

そこで、イベントによって交流のきっかけを作れば、　　んだことを身を持って実感したり、問題解決のプロセ

学内の交流がもっと活性化するのではないかと考えた。　スを考え実行する力の育成の機会になったり、「計画・

私たちは「学内イベントを企画することで、学部やサー　　実行・反省」の繰り返しが大切だということも実感し

クルを越えた交流の機会を作る」ということを目的に　　ました。

活動をしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たとえば問題解決のプロセスは、下図のように、自

　交流が増えることの利点は、大きく3つあると思っ　　分自身の体験と合わせて実感した。だからこそ、今度

ている。1つは、友達が増えることで学校に来ること　　は「売り上げを上げたい」など他の問題にも活用でき

が楽しくなり、結果的に学習意欲の向上につながると　　る力となる。このように、自分たちで実感する学習は、

いうこと。2つ目は、自分と違った視点を持つ人との　　学校の授業だけではなかなかできない貴重な体験だ。

交流を通して、自分の考え方の幅を広げることができ　　　上で述べたことは学生が自主的に活動したからこそ

るということ。3つ目は、高校の時よりも増えた「自　　実感できた・学べたことだ。このように学生が自主的

由な時間」を、どう有意義に使うか考えて実行する仲　　に活動できる場面をもっと増やすことは、学生にとっ

問を作ることで、大学生活をより有意義にすることが　　て大きな学習の機会となる。しかし、実際には学生が

できるということだ。以上の3つはすべて学習につな　　自主的に活動しづらい状況がある。やりたいことが

がる。よって私たちは、イベントによって交流を増や　　あっても何から手を付けていいか分からないという学

すことは学習支援にもつながると考える。　　　　　　　生や、協力者を募ったり組織を動かすコッを知らな

　※ここでの「学習」とは、授業で知識を身につける　　かったりして困る学生は大勢いる。そのような学生で

　　ことだけではなく、コミュニケーション能力や思　　も自主的に活動できるように、「活動を見守ってくれ

　　考力などの実践力や、様々な経験を積むことで社　　ながら困ったときにアドバイスをくれる」という支援

　　会勉強をすることなども含めて「学習」と捉える。　を受けられる環境があるとよいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私たちが活動できていることは周りの多くの方のお

2．私たちの活動の紹介　　　　　　　　　　　　　かげであることに感謝しがら活動をし、いつか今度は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私たちが後輩の活動を支援していけるようになりたい。

　学部やサークルを越えた交流を作るために、平成21
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本鷺⑳内容

　　　　難鞘難灘鍵灘腱　　　　　　　　1め瞬eeとは？

　　　　　　　難難へ　　　1謡滋灘動機
　　～簸麟鍵鑛灘簾羅　羅織鑛撰罐箋線達磁　　　　　　　　　珠私たち蜜身が学んだこと

1　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

1．Joy　FR羅Eとは？　　　　　’

・学生企醤プ篇ジエタトベース（Ha1隼農後

　期木曜§限）の授業内で結戒

・交流を学一マとしたイベン←を企醐したいと

考えているメンバーが難期、議動を開始

・教育5人、経済憶人の計6人で構威

（壌難生一人．盤年生四人．4年生一人）

“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
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．　もとに　　　・

部溝に入っていても．思うような友人閣係
を築けない学生もいる

サークル榔麟戴窪つた灘するこ

とを濁繭に集まっている掩め．新しいことに

擁戦するための笈入ほ柞れないのでは？

　　　　　　　　畢

　掌灘鱒饗一難撫灘螺縫襲離灘灘様なな人
　との交流の機会費作蜜たい1

交流が鱒えることの利占

・攣部を超えた交流ができる

・麹分と違う視点を持った人と出会うことがで
きる

・茨人が増えてより大学に來たいと思えるよう
になる

　　ぎ魂ン撫響糞織纏場叢縫盤転驚麹愁1

交流イベントによる学習支援　論、

　　　　高校よ蓼も増える噛由な鋳聞Jをどう

　　　　籍意義に使うかを一縮に考えられる
　　　　友人を作ることができる

　　　　　　　　　　畢

　　　様々な経験をすることで．よサ充婁

　　　した大学生溝を送ることが出来る

　　　　　　　　　　畢

．一騒@馨響覧擾につながる
懸．蕪・

8

　　　　や　　ぱ　　　　　　　　どあ　　ご　　　　　　　　　　み　くうご

難灘難聾轍難籔購欝

鷲1鞘1琵難ll瀞…難ノ

　　　　　　灘霞雛、蹴鱗　欄

　　　　　　　鞍韓罐自　　　　　　　　　　　　　　　　　9

前職大会の概要　　建

　　　翼薯搬懸勘蘇一轟畿盤　　催

轍蕃灘隷叢灘織櫨鰍癒醜潔囎
翻羅闘：繊月窯3日襯i妻

蟻霧；第2体轡館Bフ鶏ア・第3体霧館

鋳澗：冬後1：3◎～4：3◎

参撫費：壌0◎円

鰺翻肇一ム数：質チーム

　　　繊人数：膿◎入

10

瀟贋の窯会　鞭えて

①ス溝一ツイ嫁ント・鞭の人の参加賓によつ驚．

　参触潜⑳士気が土力勤た。

→轡議霧鱒警鎌欝毒縷i騰繋瀞撫鷲難駄駕轟灘霧墾
　鹸懸繋臨

②ハーフチーム蒼緯み禽わせた。

→雛鑛餐羅織嚇義幾霧搬叢織鱒蟻轟i鞍欝総懸饗論漁識．

③この諦なイ爽ン確継続醐こ行う必要ぬ驚ある。

　　→護畿禽いの機会の壇力翻

　　鞭難箋ユニケーシ翼ン龍力絢上】など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三↓

藷薦イベントについて

繋義嚢欝騨騨蒙麟一轟灘
～i新入生の簗流⑳機会を作》、滋攣糞い

　　　　太学生濃⑳1墾を踏み出せるよiうに細

麗催蘇浜潟麓鉦駅藏）1愈◎◎～1黛＄o

場所：新潟穴学第二・第鰹鉢欝館

集客畢定数新入生建0◎人、荘学生鱒◎人

麩醤灘陣縫晦購翻
蕪灘灘驚　　羅……灘　　蕪鞭覆　灘

織纏覇　縛餓．　騨鯉婁・2糠．講欝 層．＿噛＿帆脳＿鮒　　　　　　　　琿晦w＿戦岬w＿｛“暫“
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　　難灘灘灘灘麟難撮麟顧灘1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

i3

・r計灘→鍵行→贋雀→計薩・→…　』という

サイクルの爽秘さ憂案感しな

・蘭題解藻のプ隠セスを考え雲蕎するカ

・雲糠1こ鷺灘麟懸熱難瓠驚轟綴響藪謙も多い

・しかし．学生が麹叢麟な活動を始めるに
　｛ま．支援がないと難しいということ

齪　職のプ鋤セス

①濁懸凌見つ腰る《学懸欝交瀧が夢蓉い）

②漂憂識探る《交流⑳樵餐が少ない）

③解鎌簗費毒澱着くイ媛ン多鷹棄濾憲増摯
　す》

④案霧の醗繭費立てる頓一ドマップ翻弊戴）／

憲曇

鷺暴

塗力！

　　　　　　　　　　　　　　　・　慈弛

⑤謙勘鞭酬欄㈱ @羅翁．行《粥スマス轡孫ボール夫鋤　　　龍b

⑦薯熊な講題蓬簸難　　　　　　　　　　　　　15

欝生の　主的な1　が　しい現蝦

雛難な現状

◎糖から手を付1ナたら

騨いが分からない

◎緯織を悸場、動がす
コツを熱らない、i蒙機

が穣い

◎掩設を惜りることも

飼難な場会・がある

馨蟹講簸縫…冠羅舞

懸繊難難　難難

鑛

ご清聴ありがとうございました。

17
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